
郷 名 年間授業時数 学年
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授業形態 指導者名
2ク ラス合同。1ク ラス単独・ 3学年合同 lttllり ) 森 逸美・鈴木 浩司

教科書(発行所) 麟                  (翻

教科書以外の教材(発行所) 瞬    (判)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方,考え方を働 せ ,課題を発見し,合理的な解決に向けた学習過程を

通して,心と体を一体として捉え,生涯にわたつて心身の健康を保持増進し豊かなスポ‐

ツライフを実現するための資質・育ヒカを次のとおり育成することを目指す。

(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解

するとともに,基本的な技常ヒを身に付けるようにする。

② 運動くつ健康についての自他の課題を発見し,合理的な解決に向けて思考し判断す

るとともに,他渚に伝える力を養う。

(3)生涯にわたつて運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し,明るく

豊かな生活を営む態度を養う。

≪体育分野≫

1体つくり運動                            を

自己の体力や生活に応じて,どのような運動をすればいいかを工夫する。

①自己の体に対 く②自己の体の調子を整える③仲間と交流する

2暑飾避動
自己の能力に応じて,各運動種目の「技がよりよくできる」ことをねらいとし,自己の能

力に適した技に挑み,その課題を解決していくことで喜びを味わう。

3陸 働赦
速く走る。遠くへ (高く)眺ぶ・遠くへ投げることをねらいとし,自己記録の向上の喜びや

仲間と力党争・する楽しさを味わう。

4功改
集団対集団,個人対個人で攻防を展開し,侮点を取り合つて勝敗を効 ことをねらいと
し,攻防の作戦を立てて,鵬 賜 過程や結果に楽しさや喜びを味わう。
5離
自己の能力に適した課題をもつて次の運動を行い,その技能を身につけ,相手の動

きに対応した攻防を展開して練習や試合ができるようにする。

6ダンス
自己の能力に適した課題をもつて次の運動を行い,感じを込めて踊つたり,みんなで

楽しく踊つたりすることができるようにする。

7体育に関する知識
各種の運動の特性に応じた学び方や安全の確保の仕方について理解するとともに,

自己の生活の中での生かし方をみ聯 する体ほぐしの意義と行い方及び体力の意義と

体力の高め方について理解する。また,運動の心身にわたる効果について理解す

る。
《保健ノ分畢予≫

1運動やスポーツの多様世ヒ
(1)運動時スポーンが多様であることについて理解すること。

(ア)運動やスポーンは,体を動かしたり健康と維持したりするなどの必要性及び競

い合うことや課題を達成することなどの楽しさから生みだされ発展してきたこと。

(イ)運動やスポーンには,行うこと,見ること,支えること及び知ることなどの多様′ぶ

関わり方があること。

(ウ)世代や機金に応じて,生涯にわたつて運動やスポーンを楽しむためには,自 己



に適した多様な楽しみ方を見イ嘲すたり,I夫したりすることが大切であること。
(2)運動やスポーンが多様であることについて,自 己の課題を発見し,よりよい解決に

向けて思考じ判断するとともに,他者に伝えること。

(3)運動やスポーンが多様であることについての学習に積極的に取り組むこと。

2調和のとれた生活
健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

(1)健康は,主体と環境の相互作用の下に成り立っていること。また,疾病は,主体

の要因と環勇の要因が関わり台つて発生すること。

(2)健康の保持増進には,鋼綸 生活環境等に応じた運動,食事,体養及び睡眠の

調和のとれた生活を続ける必要があること。

(3)生活習慣病などは,運動不足,食事の量や質の偏り,休養や睡眼の不足などの

生活習慣の乱れが主な要因となつて起こること。また,生活習慣病の多くは,適

切な運動,食事,体養及び睡眠の調和のとれた生活を実践することによつて予防

できること。
3心身の発達と心の健康
(1)心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに,ストレスヘの対拠を

すること。

(ア)身体には,多くの器官が発れ ,それに伴い,様々な機能が発達する時期があ

ること。また,発育。発働 口寺ダ』やその程度には,個人差があること。

(イ)思春期には,内分泌の働きによつて生殖に関わる機能が成熟すること。また,

成熟t辞わ変化に対応した適切な行動が必要となること。

(ウ)知的機能,情意機能,社報 どの精神機能は,鋤 どの影響を受けて

発達すること。また,思春期においては,自 己の認識が深まり,自 己形成がなさ

れること。

(工)精神と身体は,相互に影響を与え,関わつていること。欲求やストレスは,心身

に影響を与えることがあること。また,心の健康を保つには,欲求やネトレスに適

切イこ対処する必要があること。

(2)危慟の機能の発達と心の健康について,課題を発見し,その解決に向けて思考し

判断するとともに,それらを表現すること。

出題方針 ・教科書の内容を中心に,資料集・老姉わつントなどから出題する。

第1回考査 なし

第2回考査 体つくり運動・陸上競技・球技・保健′ぶど

第3回考査 なし

第4回考査 なし

範囲

(予定)

年度末考査 蜘 。武道・陸上競技・テ求技・ダンス・保

'き

など

定期考査

・評価の観点は,①知識・技能,②思考。判断・表現,③主体的I

の3項目とする。

鶴 翔 予》
・評価の方法は,自己評価・相互評価Lレポート提出・運動技能テスト・出席状況等によ

り,絡躍消朝ヨ現口紬 けに討印貯ナる。
・毎時間が評価の対象であり,数回の技能テスド茸わ。

ll保健ノ分里予ll
・評価の方法は,定期考査,提出したノートやレポートの内容;出席状況等により,総合

的旧碗樹朝こ評価する。

こ学習に取り組む態度 ,

評価の観点
・評価の方法

先生からアドバイス

(予習・復習の方法 ,

授業の受け方,

ノートの取り方など)

・更衣を早くし,授業には遅刻し′康ヤヽ

・体調の自己管理をし,体調の悪いときには担当教自下に申し出る。
・忘れ物をしない。

《移R復圭う)嬰予〉l
・提出物は必ず出す
レポート・ノート等の記述内容の評価は雉 ヤヽので、しつかり考察して提出する。

・π剣り物をしない。

《備 妍 》



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
子
出
事胡 月 学 習 内 容 日寺数 学 習 の ポ イ ン ト

前期 4
5

6

7

8

9

・体つくり運動(体ほぐしの運動)
・体つくり運動(体力を高める運動)

・陸上競技篠雄難走・リレー)

・運動やスポーンの多様性

胡破 鱚駅 :バRント刀
健 娯 テ ニス )

《第2回考査》

・ダンス(フォークダンス)

瑠許粛国動(マッ悧郵勃・り飩勝卸郵効
・武道俄に )

。調和のとれた生活

6

6

12

4
8

6

14

6

・自己の体に気イ撻 ,仲間と交流すると
・互いに協力しながら,体力を高める。
・安全に留意し,動 碧絆計する。
・互い協力しながら,手際よく測熱 るよう1こする。
・運動について理解を深める。
・安全に留意し,互いに協力しながら,練習・ゲームを

イう。

。互いに協力しメaがら練習わ 。
・ちlげ〔生と下級生の交流を深める。

・安全に留意し,互いに協力しテFがら,練習納 。
・常に技術習縫 意識しながらメ練暇わ 。
・安全に留意し,効 習僻する。
・生活の中での生かし方を理解する。

御 10

11

12

1

2

3

。武道俄噛
・器械運動 (マン画藝力・跳び箱運動)

。,働 発達と心の
'き

康

。陸山院技(長距離泡

・球技(男子:サッカー)

(女子 :ソフトボール)

≪年度末考査》

14

10

15

16

・安全に留意し,効 習得する。
・安全t翻意し,互い協力しながら,練習わ 。
・常に技術習縫 意識しながら,練習暫わ。
・生活の中での生かし方を理解する。

・自分の目標を立て,ペースを設定して安れ たタイ
ムで走ることを最上位目標とする。
・生涯体育に向けて,自ら進んで体を動かすよう1こす

る。
・安全に留意し,互い協力しながら,練習・グームを行

う。
・常に技術習得を意識しながら,練習・ゲームを行う。

また,チーム内での役割分担暫わ。

総時間数 117 備 98口寺F翻 保健 19醐



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技術分野 ) 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 菜摘

教科書 (発行所) 技術・家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

目  標

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工に関する基礎的・基本的な知

識及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切

に評価し活用する能力と態度を育てる。

学習のねらい

A 材料と力日工の技術
(1)生活や社会を支える材料と加工の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付
けることができるよう指導する。
ア 材料や力日工の特性等の原理・法則と、材料の製造・加工方法等の基礎的な技術の仕組みにつ
いて理解すること。
イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を、材料と加工の技術によつて解決する活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 製作に必要な図をかき、安全・適切な製作や検査 。点検等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し、材料の選択や成形の方法等を構想して設計を具体化する
とともに、製作の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること

(3)こ れからの社会の発展と材料と加工の技術の在り方を考える活動などを通して、次の事項を
身に付けることができるよう指導する。
ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく改良と応用につい
て考えることぃ

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、技術・家庭ノー ト、狭材プリントなどから出題する。

範  囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施しない

生活や社会における技術の役割

A材料と加工の技術
。ものづくりの工夫と進め方・材料・設計・製作 (切断まで)

実施しない

実施しない

A材料と加工の技術
・製作・材料と加工に関する技術とわたしたち

評価の観点・

評価の方法

○評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の3

項目である。

○具体的な評価は、定期考査、技術 。家庭ノー ト、授業中での作品、教材プリント、レポー トなど

を適正に活用して総合的に行う。また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業

の受け方、ノー トの取り

方など)

技術は、実践的・体験的な学習活動を通して、ものづくりやコンピュータの活用や情報モラルに関

する基礎的な知識と技術を習得するとともに、ものづくりや情報に関する学習を通して、将来の自

分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身につける学習です。

技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身につけることが

大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身につけまし

ょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学研 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

後

期

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

Oガイダンス

・技術とわたしたちの生活

O情報の技術

○材料と加工の技術

0ものづくりの工夫と進め方

・製品の工夫と技術の進歩

●材料

・さまざまな材料

・材料の特徴

・材料と環境のかかわり

0設計

・設計の進め方

・使用の目的と製品の決定

・材料、機能、構造を考える

。加工方法、接合方法と仕上げ方法を考える

。製図

《第 2回考査》

0製作

・製作の進め方

・部品表と工程表

・けがき

・切断、切削

・穴あけ、ねじ切 り

・部品の検査と修正t組立て

生表面と角の仕上げ

0材料と加工に関するわたしたち

・社会・環境とのかかわり

・材料と加工に関する技術とわたしたちの未来

《年度末考査》

●学習のまとめ

,製作の振り返り

1

2

1

3

4

3

22

3

・小学校の学習の振り返り
。身近な生活にはどのような技術があるかを知る。
・技術が生活の向上や産業の発展に影響を及ぼしてことを知る。
・持続可能な社会の必要性と技術とのかかわりについて知る。

・コンピュータの構成と基本的な情報処理の仕組みを知る。
・情報に関する技術の適切な評価・活用について考える。

・技術分野で 3年間を見通した学習内容をイメージする。
・技術の進歩について考える。
・ものづくりの進め方について知る。

・身の回りにある製品に使われている材料の種類を知るふ
・木材・金属・プラスチジク、それぞれの特徴を知る。
・製品の用途や使いやすさを考える。
・材料と環境のかかわりを知り、材料の使い方について考える。

・ものづくりに取り組むときに必要な設計の進め方を理解する。
P使用の目的から、大きさ、使いやすさ、などの機能を考える。
・じょうぶにするための構造を理解し、製作品の構造を考える。
・さまざまな種類の材料の特徴を知る。
,さまざまな力口工法を知り、製作品の加工方法を考える。
・接合方法を知り、製作品の接合方法を考える

・作品を図に表す方法を理解し、構想を図に表す。
・製作品の製作の進め方を理解する。
・部品表、材料取り図、工程表を書く。
・けがきの役割と、切りしろ、削りしろの必要性を理解してけが

く。

・のこぎりの構造やしくみを理解し、正確にのこぎりびきをする。
・仕上がり寸法線まで木材を削る技術を理解し、正確に削ることが

できる。
・穴あけのしくみを理解し、正確な穴あけをする。
・さしがね、直角定規で部品の検査と修正をする。
・接合方法と手順を確認しながら正確に組立てをする。
・製作品の表面や角の仕上げをするも

・材料と加工に関する技術が社会や環境に果たしている役割につい

て考え、理解を深める。
・材料と加工に関する技術を適切に評価し、活用しようとする態度

を身につける。
・材料と加工に関する技術の学習を振り返り、技術との付き合い方

を考える。

総 時 間 数 39



教 科 名 年間授業時数 学 年

帥
・
嚇 斬 蓬 努 斗  鬱 薇 反 ≧ 父 洋 蒟 F) 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 小 山 有 紀

教科書 晰 所) 技術 。家庁廷  家庭分野 (開幽
辮 蜘 教材 (発行所) 中学校技術 。家庭科用 技・家ノート 家庁ぜ分野 (開幽

目  標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現に向け

て、生活を工夫し倉腿する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

ω ttl疾・糎 雅 1諄引X翻婢を深め、家l疾・家怠衣剣払消費や環境なかめいて、ナ師の自ヨ覗要癌融 糊

を図るとともに、 それら1こ係る技能を身に付けるようにする。
②家族・家庭や地域における生活の中からFH鞭を見いだして課題を設定し、解決策を構想呟実践を評価〕改善して考察した

ことを論剛靭■翔瀞
‐
るなよ これ力ちのナ蹄を展望し¬9栖獅嚇Uいる力楼 う。

131自分と家族(家庭生居と地域との関わりを考え、家族や地域の人々 と協働し、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し

宿帷しようとする実践的な態度楼 う。

学 習 の

ね らい

A家 族・獅
(1)自分の成長と家族。家庭生活
ア 自分の成長と家族崇嫁庭空活との関わりが分かり、家族・家庭の基本的な機能について理解する
とともに、家族や地域の人々と協力・協働Jして家庭生活を営む必要があることに気付くこと。

B 衣食tとの鮪  (食生活l
(1)食事の役割と中学生の栄養の特徴
ア 次のような知識を身に付けること。
lア)生活の中で食事が果たす役割について理解すること。
α)中学生に必要な態 の物 ミ分かり、麟 によヤ喰習慣について期 早すること。

イ 健康によい食習贋について考え、二夫すること。
(2)中学生I砒要な栄養を満たす食事
ア 次のような知識を身に付けること。
舒)栄養素の種類と働きが分かり、食品の栄養的な特質について理解すること。

lイ)中学生の1日に必要な食品の種類と概量が分かり、1日分の献立作成の方法について理解する

こと。

イ 中学生の1日分の献立について考え、工夫すること。
(3)日常食の調理と地域の食文化
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
磁)日常生活と関連付け、用途に応じた食品の選択について理解し、適切にできること。

α)食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解し、適切にできること。
(ウ)材料1■適した加熱調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調 理が適切にできること。
l工l地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理い適切にできること。
イ 日常の1食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工夫すること。

定 期 考 査

出醐 教科書とノートの内容を中心にプリント、ワークシートからも出題する。

範 囲

(予定)

第 2回考査
。自分の成長と家族・家庭生活

・食事の役割と中学生の栄養の特徴

年度末考査
・中学生に必要な栄養を満胞癖
。日常食の調理と地域の食文化

辞 耐 面 輔
B

評価の方法

・評価②説榊期 の「知識・樹掏「思考。判断・菱殉「主伽的に学習に取り組む態度」の3観聴とする。

・授業
^の
取り組み方、発表・プレゼン・レポート、フエクシートの記述等から総合的に評価する。

先生からのア膨Чス

(予習・網 の方法、授

業の受け方、ノートのと

り方なとつ

・忘れ物をしなし■・時間を守る。   。人の話を集中して聞く。
・課題をきちんと行い提出する。   ,学習内容を家庭で実践する。
・自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に対する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45-
鞠 月 学 習 内 容 職 学 習 の ポ イン ト

4

5

6

７

８

９

O家庭分野のガイダンス

○自分の成長と家族・家庭生活

①今の自分とこれまで

②わたしの生活と家族・家庭

③家庭を支える社会

O食事の役割と食習J廣

蝉 硼

②健康によい食聟賢

O中学生に必要な栄養を満たす食事
①中学生瞬 と必要な栄養

②栄養素のはたらきと6つの基礎食

品群

③栄養バランスを目で見て判断

〈第 2回秦麦酋沙
○さまざまな食品とその選択

①生鮮食品の選択と保存

②加工食品0選択
③食品の安全と情報

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

`小学校家庭科の学習をふり返るとともに、3学年間の学習内容の見通しをも

為

。自分の成長と家族や地域の人びととのかかわりと自分自身の理解を深める。

・家庭での活動を考え、家族・家庭の基本的な機能について理解する。

・自分や家族の生活は家庭内や家庭外の活動が支えていることに気づく。

・勒 Wこついて理解し、毎日の食事に関心をも為

・健康に良い食事について学び、規貝1正しく食事をとることの重要性を期 子す

る。

・中学生の時期の身体的特徴をみL角子し、中学生に必要な栄菱の時徴がわかる。

・食品は栄養的特質により食品群に分類されることを理解する。

・中学生が 1日にとりたい食品と分量を知る。

・1回の食事を目で見て栄養のバランスがとれているか判断できるようにする。

・生鮮食品の特徴がわかる。

・目的に応じて生鮮食品を選択・保存できる。
C食品を選択するとき、食品の安全や情報に関心をもつて選択できる。

12

10

1

2

3

○日常食の調理

軸 の言価

②おいしさと調理

③ますます好きになる肉の調理

④こんなにおいしい魚の調理

⑤好きになる野菜の調理

O地域の食文化
資邸朝ン9俗ビ文イヒ

O詢琴磐
呻

②ムニエル

く年 度 末 考 査 〉

O生活の課題と実践

1

2

2

2

2

3

3

3

3

・調理の流れと羽唄
‐
がわかり、計画を立てることができる。

。おいしさと調理の関係や調理における衛生と安全を理解し実践でき

るようにする。
・肉の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、肉を調理することができ

る。

・魚の特徴鯉 の取り扱い方がわかり、魚を調理することができ

る。

・野菜の特徴弛 の取り扱い方がわかり、野菜を調理することが

できる。

・地域で生産される食材を知り、それを使う意義と和食の調理を理解

する。

・肉の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、肉を調理することができ

る。
・野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、野菜を調理することが

できる。

・魚の特徴鯉 の取り扱い方がわかり、魚を調理することができ

る。
・野菜の特徴鯉 の取り扱い方がわかり、野菜を調理することが

できる。

・今まで学習してきた「衣食住の生活」の中からほかの内容とも関連させて課

題を設定して、課題解決に向けて計画を立て実践できる。

・実践したことをまとめ、発表し、よりよい生活にするための新たな課題を見

つけ次の実践につなげられる。

総 日寺数 39
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英 語 (英語・舞 誕 ) 176 1

授業形態 指導者名

絆 刺 臓 呼 ・AndttPЮebsue・ 廟 n日ηittr

韓   (翻 ) N[3Vヽ′HOttON[〕η〔〕IShCOurse l( 東京吾藉 )

教科書以外の教材(発行所 )

回並ningtial ttgeO彼 史∋

実力練成テキスト1側 里)
中高工買テキスト N酎椰BttRE ttgel Thitt Ettm鑑出片反)

NⅣVTREAttREゞ碗翠幻護農1忽会出片反)

目 標
外国語 CttЭ によるコミュニケーションにおける見方・者えんを働かせ、燭 召こよる「間

くこと」、醐 こと」、晴甜 こと (やりとり)Gtte」、曙くこと」の言語活動を通しこ 簡単

な盾報や者えなどを理解したり表現したり伝え合つたりするコミュニケーションを図る資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。

凸子習のねらしヽ

・言語の4技能5領域 (「間くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこと」)をバ

ランスよく学習する。

・ 150語程度のまとまった英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・応答・紹介・言い換え・論理的な自己表現などができる。

・ 200語程度のまとまった英語を読んで、その内容を理解することができる。

・基本的な文法・語彙を使つて、1∞語程度のまとまった英語を書くことができる。

定期者査

卜NEW椰解収沢E恥 を中lい|ふ
出醐 ら、副教材、問題集、教材プリントなどから出題す乙

第2回路査 中高工貫テキストLttonl-3 検定教刺書内容

中高工員テキストLtton4電  検定教科書内容
範囲

(訂⑭

第3回磨査

第4回者査 中高工員テキストLttan7-8 検定教科書内容

年隊 者査 中高工買テキストL∞嗣卜10 検定教科書内容

言引面C准財魚・
言引面C所う去

評価の観点|よ 知識・あ賄歓思者・判断・号可県 主体的に学習に取り組む態度の3項

目とす乙

具体的憑訓面|よ 慰 月者査を中心|ミ 単元テスト、授業プリントの記入と提出らた内

容、その他の提出物を含む課題の内容、鰈 への耳又り組み吠況等を適切に活用して縮台

的に行う。

先鈎 ら`アドアヾイス

(認 ,魏 脚

翼功転 ノートの日又り方など)

冒築G圏∃こおいてます瀾り独期よ アウトプットです。音と支黎ガ朝緋 えながら、暗くこと」に

よって学圏内容を強化していきます。授業では「聞くこと」顧 こと」隔読むこと」暗 くこと」の嘘館ヒを

納合した前 1ら行います。― はしつア)｀りと声に出して発音してくださしヽ 様
′マなコミュニケーション活馘

や舌読練習に積極的に参加しましょう。また、ぺ瑚 レー引こよる学び合いを大切にしましょう。積極的

旧挙妻をしてアウトプット呟 授業で学んだことはファイ)レノートにしつかりとメモを取り、島解l動 ま
しょう。家庭で|よ C嵩誘復圏Cワァイルノートの見直し⑥ワークで書く練圏④テスト直し⑤単語を蓄く綜

召などの復習を行いましょう。そして、          覇輯 を書く練召してくるようにしまし

ょっ。毎日繍することが大咆 ALT― ― 鰯 )もあります。F函 をヽ融れ次 学ん槻
をどん勧 カ トプットしていきましょ現



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )
釧 月 学 習 内 容 B譜次

一副

期

4

5

6

7

８

　

　

９

Hi Eng“ sh! 。あいさつ、教室で使う英語、 Lers ttrti

WOR'日brary

Un託0小学校の心り返り
L臆 1 中 伝 り

身のまわりのもの
。辞書の使い方

・ lam/1‖ke/Areyou? Lttonl ・ be動詞の文 (文の形) 18

鴎 2 ALTのクック姓

UhR3 吉いご置勃

・ This(「陥o is― .

・ HelShelis～ .

e When～?/WheR井?

L―
町 ―

陰

・HelShel佑～.帥at iS―?刑夕谷
:司、Whois― ?A orB
。一般動詞の文

否定文・疑間文・

What doyou～? 代名詞
L―
阻 ∞meわぬ 簡 !

17

第2回者査 》

L臆 4ニュージーランド
中

。Whatum『 W、 wh試十名静 ? L―
町 陥 dN備

。‐般動詞の文 (3単現)

否定文・疑間文 。疑間詞・ Be..x:omα。江乃nt 17

Where ttυ ? 7

Ltt S夏祭りの,胃、い出 ・宿薩覇朝iktthg/
begood試 ～ing

。つながりのある文章を書く
。三人称単数現在形
。紹介スピーチ

L―
Atthe Spons StOre

。所有代名詞

疑間詞 How+形容詞～?
Whos碑?/HowRlany― ?
/Wh碑?/Whた卜 ?
Whatを用いた疑間文

17

SLttDerLdBj“′1

L臆 6 Яη弊暑也旺淋コ付
スピーチ

後

期

10

12

1

２

　

　

３

鴎 7 日刹盛 らす郷国人 。一般動詞の疑間文
・ him/her

VVhich― ?/VVhOST?

・命令文

・ 9nを用いた文・否定文・

疑間文

アーテイスト 17

L臆 8 サナフイ葉幽廻
パーティー

L臓 9 國 畿妖 棘

。現在進行形
。否定文・疑間文

・現在形と進行形

17

攀 蜘 2 ・一般動詞の過去形

・否定文 。疑間文

・不規則重il詞

17

睫皓 Rttd l

m`dimb ML

《第4回巻査 》

[ 冬季休業中 ]

Un託 10クック先生のロン
ドン旅行

Un■ 11-年の思い出

・過去形
。ナ諏」斬臥 不ナ烈」斬司

・ Iwぉ―/WereyOu～

・ There L―/■lele a眸

臨 on9

Tom WasSた kYesterday,

。be動詞の過去形

・過去進行形

・特月」用法のた 17

時 蜘 3 ・思い出に残つた行事について Ltton10

Lers CoOka″BeefBowir

。be going to

・助動詞発表する
。速読 (物語)

17

陸皓 Rttd 2 ・ HN、 .. ?

韓 》

5

《 スプリングチャレンジ 》

補充学習

総時間数 176



令和6年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 1学年 道徳年間指導計画
学校の教育目標 科学的思考力騎」造力を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担つていくことができる生徒の育成

mⅥ 鞘遊国際的な感覚を身に付け、国際社会で活躍てせる知的バランスのとれた生徒の荀碗
豊カギょ`人間性をもち、自分を律し他を尊重しながら個性をイ申長する意歓ある生徒の育成

教科書

検定教科書「自分を見つめる」

学年の重点項目 基本的な生活習慣の定着を図り、自分で考え判断し、その行動に黄とをもつ。

月 主閣侶 輔
鞭

鼎 れらい

4

オリエンテーション オリエンテーション 一人ひとりが自分の考え方を伸』坤びと表現し、周りの人がそれを受け止め考えられる力を培う

自ヨき、 自律性 肝 (1) この人生の主人公

「この人生の主人ノム`Jの詩から自分の人生をJ率的に生きることについて考えることを通して、自立サLや自律性の大切さに気付き、自律の精神を重んじ、

自ユ■|に考え、判断し、誠実に実行していこうとする道納咆実践意欲を培う。

目標た段定し落実にやりがる 肝 141 目標出小刻みに
小さな目標を設定し、それらを達成していくことで完走することができた 噛 のたの動きについて考えることを通して、日標の達成が希望や勇気を生み

出すことに気付き、日標に向かって困難や失敗を乗り越えて着実にやり遂げようとする道猫的嘆践意欲を培う_

5

節度を守る 肝(り 釣りざおの思い出 鋤 に榊 1」とる旗 りF叩都 lってしまヤ、日l酌りき粧析蜘た lイア¶のと明健1〕 <考お ことお範K般 怒子り解,Iしと抑女夕全輔・7)あ競 しようと事蜘 掛 九

渇防ヤ刊思いやり B161 地下鉄で 争詢轄にたり蛇 γ,中 あ秩 し苛偕】<考えること為 K他 者を田説ぉ く親猟■たり、ヤヽたわ たりすることのよさ1む付き、騨々りのと軸 りヽ嶋鯵靭す碇酌 L曲

異性についての理解 B181 アイツ
真一と夏樹湖襲説 しヽてから件直りするまて'の′L動きを典繭靭翌勧畢呟 これからの 人のよりよヤ齢 について考えることを通して、異世間においても互予ヽこ相手を鵬 平
しヽ よさ鵜 うことの大切さに気付き、′L材 らゝ信頼し合えるメd雷関係を知′ヽていこうとする道徳判麹錦熱籠指 う。

曲 、   摂貝装及 鑢 l>121) ガジュマルの木 蠅 うダジュマツ
'つ

木軍碑ど削碇ヨウベイの螂 魂囲事ること樋 して、美し,ヽもの鉢萌いもり弱鰤けるム 人間のノl樹塊たもの1獣貯る員敬♂ゑをV司鍛的酷を仙

8

法やきまりの意義 ∝ (101 人Iむ脳望と州すなけれl爵 ヤヽつか 駐用聯粥研韓ち笹て購 るl僕1の嗜潮 B=)ヽて考えることを通しく潔モま,1泊他αヨ駅導却|れた研鬱拓ことtも計に、騰 まりを勧て守り、規常城常皓ψ嘆興動 るl酬榔f力を
~耐
為

人間としての誇りある

生き方
♭ (221 よみがえつた良心

すべてを捨てることになつてもアガサを助けることを選んだジミーの思ヤヽ こついて考えることを通して、人間には気高く生きようとする心があることを理

角▼し、人間としての諮りある生き方を見出そうとする道徳的実践意欲を培う.

寛容の心 辟 (9) 言葉の向こうに
自分のコミュニケーション(π)7工り方を振り返る力疎 子の気付いたことについて考えることを通して、人それぞれにいるいるなものの見方・考え方があるこ

とを理解し、寛容の心を1】って他きと接していく道徳的判断力を高める。

命あるものをいとおしむ ♭ (191 騨 拗 死 事丁d鋤 鶏隅を見守り、島,lσ,ひと時をとも1鵡とす l僕1の 幡ヽ博ぼ)ヽく考えること鶴 しくと団p再職襲露解し、命あるものをヤヽとおし
'人

が抑院り肝4命撫

"鋭

筆的と菊縫清色

,

家七欠
`「

)深ヤ渡 ∈ (141 美しい母の顔 妹ってヽ たヽ拗 驚ナどの肺k喀酬 を'知って、涙をJ貯オl不ムJ互〉L惰醐 迎跡けること縄 しく 漁酔 もつて育ててくれた粽開醐 ヒ 0簸∽念をも0静郎〉L情を育h

自然愛護に努める D― (201 あのアヽチドリのように 恥l猿された捜師の自然を目にして立ち尽くすマータイきたりむ情と決意にか てヽ考えることを通して、自然環境を大切1とすること¢嗜華滋理解歓進んで自然の躙 動 嘲 を培う。

思しや り、齢 B(6) 譲勒 噴 料 帰郷 多くの人々の蓋意や支えにより、日々 のア生活く'難の自分があることに気づき、それに感謝し、応えようとする態度を育てる。

0

坪 であること ← (11) ある日のバッケーボックス
生き生きとツフトボールをする0さんと子供たちの姿に糾 した筆者の心情について考えることを通して、誰に姑しても公平であることのよさや大切さに気

付喜 潮 llミ鶏 耳′を′なくし、誰奪ゝが生き生きとできる社会の実現に努める道徳的態度を養う̂

思いや りと感謝 卜 161 旗 パッチワークのクラス旗オど掲デて′少女を励まそうと

'る

クラスメートの礫 郷`鯛閉獲腑すること樋 しく 騨やりのとをもつて人と接し、件をrめ〔ヤヽこうとすれ酔的紹鐸鯨欅わ。

ど輸麟心 併 (101 島耕作 ある朝の出来事
草月の滴員離 て起 きた出来事について、様々な登場人物の視点から考えることを通して、公共の場 こおいて互しヽ こ配慮し合い、尊重し合うことの大切さに

気付き、社会生活の中で守るべき公徳を重んじ、住みよヤ北会をつくつていこうとする道徳的咲践意欲を培う。

新しいものを生み出す A15)
ミスター・メー 膨レー 鐵

酪 ―

誰もが考えもしなかつたアイデアを生み出し、それを創り上I労囃 百福さんの生き方について考えることを通して、摺際力を働力せ 、女子奇′b・ 擬繕いを

もって探究することの大切さに気付き、真理を探究して新しいものを生み出そうと努める道徳的実践意欲を培う。

10

自己を向上させる努力 A― (3) 木箱の中の鉛筆たち 加 しれ立習暗瓜父T踊と切咤鯉翔培態つた将働硼 ったこと障)<考えることを,函しく 自開 祉 J目り、働陸伸預して攘 り避驚堀従球しようと祝譴鱒彬赳購欲携 う。

支え合ヤ＼励まし合う友情 B181 吾一と京造 敦敦弗焦位たされてtヽ胸 難 見て曲端訥ら吾■の商螺=)(考えること鵜 じくa竜女文御＼励ま吟う姉 嫉 り3餓 、′渤 痢ヽ 雑 納 魏 鰺 にうと
'る

離 楼 う。

化命′)神秘と導厳 D― (191 あなたはすう 力ヽで生まれてきた 山当謝 する大出卵望陀如り、迪閲生軒昭牲ヰ編牲など嚇様
'薄

F■〕ち蜘
=労
て考えること樋 しく ,判¢森をもつく 力ヽ刃〔えのⅢV生命を輸 する醐 L情を育仇

誠実に責任をもつこと 府 (1) ネット樹棋
敏和、明子、智子の話を聞いて、「僕」が気付いたこと1,ついて考えることを通して、誠実に自己の責任を受け上めることの大切さに気付き、自律の精神

を重んじ、誠実に実行してその結果に責任をもう道徳的判断力を高める。

11

ネし儀の意義 B(71 半分おとな半分こども lネL盛知らずlの人と)ヽ(考えることを通して、心と形おЧ

`と

なった脚 億義に気付き、時と′Jに応して劫 lな言動をとろうとする期 をl音う。

いじめを許さない ∝ (11) ヨシト 厨翻功オど乗り故 て、ヨン予ついD)響燃と立功勒おうとするアツシ初礫HV)(考えること益 しく 工義と鉦 きを重′υヒヤヽ1夕つい羊陰の期 鬱勒鱒 う。

心のあたたかさ B161 夜のくだもの屋
くだもの屋のあかりに込めら才したおじさん、おばさんの善意を知つた少女のt哺を共感的に理解することを通して、相手を思いやり、助け合)ぷのよさに

気付と、思いやりと感謝の念をもって他渚と接し、人間愛の精神を深めていく道徳的た哺を乱

郷上の発展に努める 併 (16) アップルロード作戦
多くの困難に立ち向力ヽ なヽがらりんご並木をつくり、受lサ紳 でヽいく飯日凍中学校の生徒たちa思ぃについて考えることを通して、社会に尽くしたル (ム葡翻商旨に尊

敬の念を深め、地蝦社会の一員として進んて郷ねの期曜に努める道徳的実践意欲を仙

12

尋□さの克丹及 l>122) いつわりのパイオリン ロピカちの哺冊こ殿 こI華

"ク

ランクの嘲  (務あことお樋しく 誰もがもつ(ヤ るヽ人間らし,ヽよさ器肋、弱さ1韻

"泊
チに恥しいとき方を貝出そうとする簿釣芭情を育h

Fめ統文化の継承と発展 ∝ (17) 音を宿す
どれだけ太鼓の形力竣わつても、変わることのないものがあることに気付いた三浦硼

二さんの太鼓作りについて考えることを通して、優れ溜云統と文化を育ん (:き たル (たち

の努力と精神に気付き、デ肋う掴のFn統と文化を尊重し、l笠承、発展させていこうとする道衡的実践意欲を培う。

″Vメ″レ の′r,巧坊( l>(19) 読み物資料 キミばあちやんの構 生命の尊さを理解し、力→すがえのない′ヒ命を精生杯生きようとする態度を育てる。

1

支え合う家族 ∝ (14) ふたりの子供たちヘ
「不ムJが「ふたりの子供たち―」の薪円こ込め溜思しヽこついて考えることを通して、雰族が互いに愛情をもつて支え合うことの大切さに気付き、家族

^の
敬愛を深め、

家庭― 員として充実した麹 を築こうとする鰤 ″篤う。

良£の声 レQ21 銀色のシャープペンシル
本当のことを言い出すことができず葛藤する「僕」の心の動きについて考えることを通して、自己の弱さや醜さと向き合い、それらに打ち膠

'′

)良心の声を

自覚して、よりよく生きる喜びを見出そうとする道衡的実践意欲を培う。

勤労の尊さや意義 併 (13) 午前一時四十分 家腕趾められて観印田撻地駒する母お
`働
く理由にr)ヽて考えること澗 しく 勇けρ噂さく織 麟汗し、効 鶴 して生きおヽつあ秒とを期 しようとする潮紬りお落欲勢 う。

2

自律的な行動と責任 肝 (1) 裏庭でのできごと 糊凝揉り故 廻謳詮告白することを́汎曽lu襲二脚 隙ミ自癬既南動と封聖玖切さ13甜博、自鶴 と考え準断快讃翼琴布してそ′)課勲 もう箇部声助暁稿b為

よりよい1贄史名活 ← (15) 二枚の写真 廃V湘嚇 る同魃主ち叫融ヽ▼沖て親ること税 K人 り々酌■体と
'譲

った粥のよさI讀付き、撒 >一員としての自党をもム弼肋ubてょりよV■牧銘をつくろうと祝譴鰤峡戯議雄棒う。

力ヽすがえのないアヒ命 ♭ (191 語リカヽする日 嚇 をlナヘlに入に語リカHする′ナ知)日に宿る騨 こヽつヤて考えることを通して、限りあな皆勒
"→

翔域のなさ棚 し、自lど″生命オど尊重しようとする遡麟磁郎随残う。

卒土石
△
参画と社会連帯 ∝ (12) 力Π山さんの願い

雨の中で傘を持つたまま考え続ける加山さスッが気付いたことについて考えることを通して、互しヽ 0カ !労争い励まし合う社会連帯の大切さに気付き、社会参

画の責識と社会津特の自覚を高め、よりよ彰北会の実現に努める道徳的実践意欲を培う。

3

希望と勇気をもって生きる 肝 141
終わりなき,L戦 一 成田 真

由美 ―

大きな困難を乗り越えて挑戦を続けようとする成田真由美さんの強い意志について考えることを通して、希望と勇気をもつて生きることの大切さに気付き

より高い日標に向かつて、困難や失敗を乗り越え、着実にやり遂げようとする道猶的実践意欲を培う。

国際理解、国際貢献 併 (18) 国際協力つてどう予ヽうこと?
2つの作文のエピンードに対する自己の判断やその理由tとついて考えることを通して、国際的視野に立って他国を理解することの大切さに気付き、日本人

としての自覚をもつて国― 、国際貢献に努
める道徳的実践意欲を培う。

1年間のふり返 り



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエンス 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業・分割授業 (1学級を 2講座 )
奥野 晃司
木挽屋菜摘

松末

岡田

昌樹

紘典

武下 晃慎

目  標

科学が社会生活において果たしている役割に目を向け、実験・観察 。数学的

活動を通じて、科学的に調べる能力と態度を育てる。さらに、一人一人が自分

の考えについて他者と討論することによつて、探究すること、説明をすること

、根拠付けをすることなど問題の解決や探究活動に必要なスキルを身に付け、

学んだ知識と組み合わせて問題解決的な学習を取り入れることにより、科学

的思考力や創造力を養 う。

学習のねらい

①英語によるサイエンストピック授業を通して知的好奇心を高めると

②博物館連携授業を展開し、サイエンスインタープリターとしてのプレゼン

テーション実習を行う。

②論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)を
強化することによつて、認知能力の促進 。加速を図る。

③グループやクラス全体の議論を通して十分な経験と反省をさせ、批判的思

考、複眼的思考、分析的思考操作の方法を身に付ける。

評価の観点

①サイエンスプレゼンテーションに興味をもつ。

②課題解決のために様々な解決方法を考えようとする態度が身につぃてい

る。

③課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考

察したりして問題解決に当たることができる。

④形式的思考操作ができる。

⑤他者の意見を論理的な思考によつて判断し、その意見に対する自分の考

えを持つことができる。

⑥自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができる。

先生からア ドバイス

(授業の受け方、ノー ト

の取り方など)

。積極的に授業へ参加 し、自ら学び、自ら表現する力を身に付けましょう。

・答えが一つには決まらない課題がたくさん出てきます。柔軟な発想で

様々な可能性をしつかり考えましょう。

・友だちとの議論を通して、批判的、複眼的、分析的に考え、自分の意見

と自己決定力をもつようにしましょう。

・グローバルで学習している言語技術の手法をサイエンスでも活用して、

意見が言えたり、文章が書けたりするようになりましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8
9

。CASE(CognitiveAccelerttion

throghScienceEducation)

【変わるものは何か】 (1)

【2つの変数】 (2)

【どんな種類の関係か】 (3)

【「公正な」テスト】 (4)

【転がるボール】 (5)

3

3

3

3

3

・様々な例を通して、「変数」「値」 「関係」と

いう言葉と概念を理解する。
。「入力変数」と「結果の変数」という言葉を

使つて 2つの変数の間の関係が説明できるよ
うにする。
。「2つの変数の間の関係の表し方」としてグ
ラフを用いることができるようにする。

「変数のコントロール」という操作ができる

ようにする。

。「思考練習」ができるようになることによつ

て、実験の計画を立てる力を身に付ける。
・集合の考え方を導入し、ものをだんだん小さ

なグループに分けることができるようになる。

後

期

10

11

12

1

2

3

【グループ分けをする】 (6)

【さらにグループ分けをする】
(7)

【歯車と比率】 (8)

【反比例性】つりあいを保つ

(9)

【反比例性】幹と枝 (10)

【反比例性】つりあいを保つ (11)

【反比例性】電流、長さ、厚さ
(12)

【蓋然性】豆のサンプリング
(13・ 14)

【組み合わせ】選択肢 (15)

【変数】相互作用 (16)

課題研究発表会に参加する

3

3

2

2

2

2

2

2

2

3

1

・カテゴリー化することが何の役に立つのかを理

解する。

・ より複雑な分類ができるようにする。

。比例性の概念とそれに伴 う縮尺と比率の概念

を理解する。

・ 2つ の変数の間に増減 の逆関係 があるもの
について調査 を行い、関係性 を考える。

・おもりの重さと支点からの距離を調べ、反

比例性を導入する。

。電流 と抵抗の間の反比例性 を調べ、反比例の

概念 を確立す る。

・母集団を代表す るよ うな標本集団に必要な

標本数を調べ、標本抽出の初歩的な概念を持
つ 。

。すべての場合の数え上げを行 う。

。酵母菌、鉄 さびについての実験 を通 して、2

つの「入力変数」が合わさつて「結果の変数」

が大 きくなるよ うな現象 について考 える。

総 時 間 数 39


